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どのように社会・世界と関わり，
よりよい人生を送るか

何を理解しているか
何ができるか
知識及び技能

理解していること・できる
ことをどう使うか

思考力，判断力，表現力等

学びに向かう力，人間性等

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を
総合的にとらえて構造化

育成すべき資質・能力の三つの柱

生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知識及び技能を習得させるとともに，
これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力をはぐくみ，
主体的に学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用いなければならない。

学習する子供の視点に立ち，育成を目指す資質・能力の要素を三つの柱で整理。

【参考】学校教育法第３０条第２項
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子供たちに求められる資質・能力（令和答申抜粋）

次代を切り拓く子供たちに求められる資質・能力としては、文章の意味を正確に理解する読解力、
教科等固有の見方・考え方を働かせて自分の頭で考えて表現する力、対話や協働を通じて知識や
アイディアを共有し新しい解や納得解を生み出す力などが挙げられた。

また、豊かな情操や規範意識、自他の生命の尊重、自己肯定感・自己有用感、他者への思い
やり、対面でのコミュニケーションを通じて人間関係を築く力、困難を乗り越え、ものごとを成し遂げ
る力、公共の精神の育成等を図るとともに、子供の頃から各教育段階に応じて体力の向上、健康の
確保を図ることなどは、どのような時代であっても変わらず重要である。

国際的な動向をみると、（略）自然環境や資源の有限性、貧困、イノベーションなど、地域や地球
規模の諸課題について、子供一人一人が自らの課題として考え、持続可能な社会づくりにつなげて
いく力を育むことが求められている。

また、経済協力開発機構（OECD）では子供たちが2030年以降も活躍するために必要な資質・
能力について検討を行い、令和元（2019）年5月に”Learning Compass 2030” を発表している
が、この中で子供たちがウェルビーイング（Well-being）を実現していくために自ら主体的に目標を
設定し、振り返りながら、責任ある行動がとれる力を身に付けることの重要性が指摘されている。
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学校教育の意義（令和答申抜粋）

日本の学校教育はこれまで、学習機会と学力を保障するという役割のみならず、全人的な発達・成長を
保障する役割や、人と安全・安心につながることができる居場所・セーフティネットとして身体的、精神的
な健康を保障するという福祉的な役割も担っていることが再認識された。
特に、全人格的な発達・成長の保障、居場所・セーフティネットとしての福祉的な役割は、日本型学校
教育の強みであることに留意する必要がある。

日本型学校教育が、世界に誇るべき成果を挙げてくることができたのは、子供たちの学びに対する意欲や
関心、学習習慣等によるものだけでなく、子供のためであればと頑張る教師の献身的な努力によるもの
である。
教育は人なりと言われるように、我が国の将来を担う子供たちの教育は教師にかかっている。
しかしながら、学校の役割が過度に拡大していくとともに、直面する様々な課題に対応するため、教師は
教育に携わる喜びを持ちつつも疲弊しており、国において抜本的な対応を行うことなく日本型学校教育
を維持していくことは困難であると言わざるを得ない。

学校は、すべての子供たちが安心して楽しく通える魅力ある環境であることや、これまで以上に福祉的
な役割や子供たちの居場所としての機能を担うことが求められている。家庭の社会経済的な背景や、
障害の状態や特性及び心身の発達の段階、学習や生活の基盤となる日本語の能力、一人一人のキャ
リア形成など、子供の発達や学習を取り巻く個別の教育的ニーズを把握し、様々な課題を乗り越え、
一人一人の可能性を伸ばしていくことが課題となっている。
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日本の教育に対する国際的な評価（OECDレポート）

長年にわたる国際比較評価でも示されているように、日本の教育制度は高い
成果を生み出しています。

2015年OECD生徒の学習到達度調査（PISA）では、日本の15歳の生
徒が科学、数学、読解力で上位10%に入っています。

教員の勤務時間
中学校の教員が直近の完全な 1 週間のうち勤務を行ったと報告した平均時間数（1 時間=60 分）

日本の教育制度の成功を語る上でひとつきわめて重要な特徴が、子供たちに
非常に包括的（全人的）な教育を効果的に行っているということです。
（略）

この独特なモデルが、日本の教育制度の全側面を基盤として一体となって機
能しているのです。

日本の教育制度は高い成果

日本の15歳の生徒が科学、数学、読解力で上位10%に入っている

上位10%
2015年OECD生徒の学習到達度調査（PISA）

しかし、このシステムの代償として、教員に極度の長時間労働と
高度な責任があり、それによって教員は研修を受け、新学習指
導要領に適応することを困難にしています。（略）

しかしながら、日本の教員が生徒たちに対して有する広範な任
務・責任は、日本の教育制度を成功に導いている重要要素の
ひとつである（略）。
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OECD ”Education Policy in Japan: Building Bridges Towards 2030”（2018年）より作成

日本の教育制度の特徴
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包括的（全人的）な教育を
効果的に行っている

日 本 モ デ ル が 基 盤 と し て 一 体 と な っ て 機 能 し て い る 。
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徒

Source: OECD (2014), TALIS 2013 Results: An International 
Perspective on Teaching and Learning, OECD Publishing, Paris, 
http://dx.doi.org/10.1787/9789264196261-en, Table 6.12.

https://www.oecd.org/education/Japan-BB2030-Highlights-Japanese.pdf


② テレビ放送の活用 ④ 家庭でも安全に
できる運動

⑥ 何も行っていない③ ICT端末の活用① 教科書や紙の
教材の活用

（％）

小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校

※１ 複数回答あり
※２ 割合の母数は、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校の調査対象学校数の合計

ア 同時双方向型のウェブ会議システムの活用

イ 学習動画等の活用

ウ デジタル教科書やデジタル教材、学校作成教材等の活用

⑤ その他

88.9％
（4,134校）

12.1％
（562校）

31.9％
（1,485校）

9.5％
（443校）

0.1％
（4校）
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84.4％
（3,925校）

69.6％
（3,238校）

38.5％
（1,791校）

62.6％
（2,913校）

臨時休業期間中の同時双方向型のウェブ会議システムの
活用状況が、過去の調査と比較して改善。
15.0％(R2.6) ⇒ 31.2％(R3.9) ⇒ 69.6％(R4.1-2今回調査)

調査対象期間 令和４年１月11日（火）～２月16日（水）

臨時休業期間中の学習指導等に関する文部科学省調査（概要）
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不登校児童生徒数（上段）と1,000人当たりの不登校児童生徒数（下段）

小・中学校における長期欠席者のうち，不登校児童生徒数は196,127人（前年度181,272人）であり，児童生徒
1,000人当たりの不登校児童生徒数は20.5人（前年度18.8人）。不登校児童生徒数は８年連続で増加し，過去最
多となっている。

（人） （人）

※平成10年度調査より不登校児童生徒として調査を行っている。

不登校児童生徒数の推移
（1,000人当たりの不登校児童生徒数）

不登校児童生徒数の推移

小・中学校における不登校の状況について

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2

小学校
26,017 26,047 26,373 26,511 25,869 24,077 23,318 22,709 23,825 23,927 22,652 22,327 22,463 22,622 21,243 24,175 25,864 27,583 30,448 35,032 44,841 53,350 63,350

3.4 3.5 3.6 3.6 3.6 3.3 3.2 3.2 3.3 3.4 3.2 3.2 3.2 3.3 3.1 3.6 3.9 4.2 4.7 5.4 7.0 8.3 10.0

中学校
101,675 104,180 107,913 112,211 105,383 102,149 100,040 99,578 103,069 105,328 104,153 100,105 97,428 94,836 91,446 95,442 97,033 98,408 103,235 108,999 119,687 127,922 132,777

23.2 24.5 26.3 28.1 27.3 27.3 27.3 27.5 28.6 29.1 28.9 27.7 27.3 26.4 25.6 26.9 27.6 28.3 30.1 32.5 36.5 39.4 40.9

計
127,692 130,227 134,286 138,722 131,252 126,226 123,358 122,287 126,894 129,255 126,805 122,432 119,891 117,458 112,689 119,617 122,897 125,991 133,683 144,031 164,528 181,272 196,127

10.6 11.1 11.7 12.3 11.8 11.5 11.4 11.3 11.8 12.0 11.8 11.5 11.3 11.2 10.9 11.7 12.1 12.6 13.5 14.7 16.9 18.8 20.5
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内閣府総合科学技術・イノベーション会議「Society 5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ」（2022年6月2日）より抜粋

発達障害の可能性のある子供

（学習面or行動面で著しい困難を示す）

【出典】※１ 通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査結果 平成２４年１２月 （文部科学省） 「2.7人（7.7％）」の数字は、ＡＤＨＤ、ＬＤ、ＡＳＤの内訳を示したものではない。
発達障害の記載は、日野公三著『発達障害の子どもたちの進路と多様な可能性』（WAVE出版、2018年）を参考に内閣府で作成。

※２ 日本には定義がないため、IQ130以上を仮定し、知能指数のベルカーブの正規分布を元に算出。子供の吹き出しは、文部科学省特定分野に特異な才能のある児童生徒に対する学校における指導・支援の在り方等に関する有識者会議アンケートを参考に編集。
※３ 不登校 年間に連続又は断続して３０日以上欠席（令和２年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査（文部科学省））
※４ 不登校傾向 年間欠席数３０日未満、部分登校、保健室登校、「基本的には教室で過ごし、皆と同じことをしているが、心の中では学校に通いたくない・学校が辛い・嫌だと感じている」場合など含む（不登校傾向にある子どもの実態調査（日本財団））
※５ 令和３年度 全国学力・学習状況調査 児童質問紙、生徒質問紙結果より内閣府において作成。全国平均値等を１クラスに仮に見立てた場合のイメージ図。実際には偏在等は生じている可能性が有る旨留意。

児童生徒質問内容 : あなたの家には、およそどれくらいの本がありますか。（家にある本の冊数は、家庭の社会経済的背景を表す代替指標の１つ）

児童生徒質問内容：あなたは、家でどれくらい日本語を話しますか。（家で日本語を話す頻度の状況を確認するための質問事項）

発達障害※1

2.7人

（7.7％）

特異な才能のある子供

7.7％

2.7人

不登校※3

小学校 35人学級

0.4人

（1.0％）
7.7％

2.7人

不登校傾向
4.1人

（11.8％）

すべての子供たちの可能性を最大限引き出す教育が求められている中、教室には、発達障害や特異な才能、家で日本語を話す頻度が少ない子供、家庭の文化資

本の差による学力差等、学級には様々な特性を持つ子供が存在し、これらの特性が複合しているケースもある。同学年による同年齢の集団は、同調圧力が働きや

すく、学校に馴染めず苦しむ子供も一定数存在し、不登校・不登校傾向の子供は年々増加の一途をたどっている。さらには、一斉授業スタイルでは、一定の学力層

に焦点を当てざるを得ず、結果として、いわゆる「浮きこぼれ」「落ちこぼれ」双方を救えていない現状。また、困難を抱えていても、一見困難に直面しているように見え

ず見過ごされてしまう場合がある。このように、子供たちが多様化する中で、教師一人による紙ベースの一斉授業スタイルは限界に来ている。

・ADHD(注意欠如多動性障害）

いつもそわそわして、じっと座っていられない。い
ろいろなものに気が散り、授業に集中できない。

・LD(学習障害、読字障害）

文字が流暢に読めなかったり、板書に時間がか
かったりして、授業の進度に合わせられない。

不登校・
不登校傾向

の子供

・ASD(自閉症スペクトラム)

学習活動の見通しが持てないと不安になる。暗
黙のルールがわからず、突然発言してしまう。

子供たちの特性や関心・意欲は様々

家にある本の冊数が少なく
学力の低い傾向が見られる子供10.4人

（29.8％）
10冊 25冊

家で日本語を
あまり話さない子供

家にある本が
少ない子供

家庭の文化資本の違い

※家にある本の冊数と正答率の間には相関

家に本が10冊又は25冊と答えた割合

1.0人

（2.9%）
家で日本語を「いつも話している」子供と「全く話
さない」子供の間には、正答率に差が見られる
※家で日本語を「全く話さない」「ときどき話す」と

答えた割合

7.7％

2.7人0.8人

（2.3％）

※2

授業が暇で苦痛。価値観や感じ方
の共感も得られなくて孤独。発言
すると授業の雰囲気を壊してしまう。

小３から中学数学、小５で数ⅡＢをやっていた。
４歳のころ進化論を理解して、８歳で量子力学や相
対性理論を理解していた。

※4

※5

※5

家で日本語を話す頻度の違い

話すこと・聞くこと
書くこと・読むこと
が得意な子供

文字情報・

音映像などの情報の扱
いが得意な子供

音やダンスで
表現することが
得意な子供

特定の分野に極めて
高い集中力を
示す子供

興味や関心が
拡散しやすい子供

（小学校のイメージ:一例）
１．社会構造と子供たちを取り巻く環境の変化
（３）認識すべき教室の中にある多様性・子供目線の重要性

※例示している特性が複合しているケースも多い。

※特性として示している子供についても、状況にはグラ
デーションがあり、様々であること。

※このほかにも、学校には、病気療養で学校に通えない
子供やいわゆるヤングケアラー等、多様な背景や困
難さを抱える子供が存在している

特定の分野などに

関心・意欲や知的好奇心
が旺盛な子供

特異な才能の
ある子供

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kyouikujinzai/saishu_print.pdf


8内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局「中間まとめに対するアンケート結果について（概要）」（令和４年２月９日）より作成

学校教育に対する子供たちの様々な意見

今後、教室、クラスの在り方やスタイルは多様
化していくべきだと思います。
オンラインもオフラインも違う意味で得るものが
ありました。

学びのスタイルを自分自身でデザインしていくの
が当たり前の、ある意味オールオッケーなクラス
ができてほしいです!!

自由を求められたり、自分の個性を生かしたり、
他の人と違うことをやったりすることを強制させら
れるのは苦しいと思う人もいるのではないかなと
思います。
自分の個性を見つけ出してそれを活かすために
何か実践しないといけないという社会になるのは
辛いんじゃないかなと思います。

特に精神的に不安定である中高生という時期にさらに不安や
葛藤、周りと比べたときの劣等感に悩まされるようなこういった
状況で生活するのは危険じゃないかなと思います。

一つの教室にクラス全員が集まって授業を受ける
意味は、今コロナ禍においても言えることだと思って
います。
（略）
色んな人の色んな意見、個性、特徴、顔色、
すべてを肌で感じる環境だからこそ、大変なことも
あるけど集団としての成長や得るものの大きさは
やはり何にも変えられないなと去年感じました。

被教育者目線としては対面の授業の場を貴重
な機会として大事にしていってほしいと思った。
オンライン授業の経験を通し、やはり対面で
授業を受けて議論し合う機会は必要だと感じた。
オンライン上では議論することはできても、何か
熱の入った議論がしにくいと思う。
だからこそ、デジタルの力を適材適所利用しつつ
も、対面の機会を活用するシステムの構築を
お願いしたい。

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kyouikujinzai/kaito.pdf
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学校教育に対する子供たちの様々な意見

「個別最適な学び」にとって重要なのは「自分で
自分の学びの目的やペースを自分で試行錯誤
しながら見定めること」とありますが、実際には
生徒がこのような試行錯誤を行っていくことは
難しいと思います。
自分は高校生ですが、そのような試行錯誤を
急にやってくれと言われても何も思いつかないし、
他にもこのような状況の高校生は多数いると思い
ます。従って、大人たちが生徒たちに試行錯誤
の方法を教える機会が必要だと考えます。

僕はもう小学校４年生です。
今の学校で皆一斉に同じ事を同じようにする事
を求められるのが苦痛です。
一刻も早く変わってほしいです。
いきなり全部変わるのは無理でも、ほんの少しで
も新しい要素が入れば毎日がもっと楽しくなると思
います。

「好き」や「夢中」を見つけるためには、様々なも
のに本気で触れてみることが大切だと思います。
（略）
学校などの取り組みで様々なものに触れる機会が
あってもサラッと触れる程度では何の意味もなく、
「何か思っていたのと違った…」で終わります。

授業を構成するのは生徒であり、生徒が授業を
進めていくという感覚を持たせることが必要だ。
（略）
生徒自体が授業を進めていくことによって、教師が
気づかなかったことも生まれるだろうし、多様性を
担保しながら互いに能力を伸ばし合うことが可能
となる。この中で、教師は授業が過度に関係の
ないトピックに集中しないかを監視し、時には方
向性を修正するサポーターとしての役割を果た
すべきである。

内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局「中間まとめに対するアンケート結果について（概要）」（令和４年２月９日）より作成

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kyouikujinzai/kaito.pdf
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オンライン教育に関する小・中学生の保護者に対するアンケート結果

内閣府政策統括官（経済社会システム担当）「第５回 新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」（令和4年7月22日）より抜粋

https://www5.cao.go.jp/keizai2/wellbeing/covid/pdf/result5_covid.pdf


11特定分野に特異な才能のある児童生徒に対する指導・支援の在り方等に関する有識者会議 アンケート結果まとめより作成

特異な才能のある児童生徒・保護者等に対するアンケート結果

本人の回答

レベルが合わない

保護者等の回答

教材が合わない 話が合わない

レベルが合わない 教師と合わない

・教科書の内容はすべて理解して

いたが、自分のレベルに合わせた

勉強をすることはまったく許され

なかった。周囲に合わせろと叱ら

れ、授業中は常に暇を持て余して

いた。

・いわゆる２Ｅ状態で、鉛筆をもっ

て字を書く速度の遅さと、脳内での

処理速度の速さが釣り合わず、プリ

ントでの学習にストレスを感じてい

た。

・同級生との話がかみ合わず、大人と

話している方が良い。あまり周りに理

解してもらえない。友達に変わってい

る子扱いされる。学校に行く時間を自

分の好きなことの時間にしたい。

・授業の内容がすぐに理解できてし

まいその先への興味が先行するが、

満足できる知識は提供されず退屈し

てしまう。できない人へ教えるなど

の機会は得られるが、知的好奇心は

満たされず、集団での行動がつまら

ない、自分はできない、と自己肯定

感が下がる経験を日常的にしいられ

る。

・教師も、授業を重ねる

たびに無気力かつ反抗的

になってくる子供に対

し、怒りを感じ問題児扱

いし、授業態度を叱責す

る。

・正しい答えだけでなく、「何故、

そのように考えるのか」、考え方を

発表させてくれた先生のクラスは非

常に楽しかったと申しておりまし

た。

・学校では学級に「係」制度があ

り、自分の好きなことを利用して

クラスのために貢献することがで

きる。想像力や協働力を強制的で

はない形で発揮させてくれ、課外

であるため、自由度も高く、肯定

的に評価されることも多く、本人

の自己評価にも役立っている。

楽しかったクラスもあった 【係】で自己評価上がった

https://www.mext.go.jp/content/20211105-mext_kyoiku02-000018576_01.pdf
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46.0 

51.8 

37.0 

33.6 

11.6

9.8

5.4

4.7

中学生

小学生
そう思う

どちらかと言えば
そう思う

どちらかと言えば
そう思わない

そう思わない

学校に行くのは楽しいと思いますか

令和４年度全国学力・学習状況調査児童生徒質問紙結果より作成

学校の意義や役割について

32.5

35.5

34.1

32.6

21.7

20.2

11.7

11.6

中学生

小学生
そう思う

どちらかと言えば
そう思う

どちらかと言えば
そう思わない そう思わない

困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか

〔％〕

〔％〕
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31.3

30.6

48.0 

46.8 

17.2

18.7

3.5

3.9

中学生

小学生

そう思う
どちらかと言えば

そう思う
どちらかと言えば
そう思わない

そう
思わない

５年生まで〔１，２年生のとき〕に受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んで
いましたか

令和４年度全国学力・学習状況調査児童生徒質問紙結果より作成

授業での取組について

5年生まで〔１，２年生のとき〕に受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、
資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していましたか

22.7

27.2

40.8

38.3

23.7

23.1

10.3

9.3

中学生

小学生

そう思う
どちらかと言えば

そう思う
どちらかと言えば
そう思わない

そう
思わない

その他
2.4

その他
2.0

〔％〕

〔％〕
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５年生まで〔１，２年生のとき〕に受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活
動を行っていましたか

22.0 

28.0 

45.2

44.2

26.6

22.5

6.0 

5.2 

中学生

小学生

そう思う
どちらかと言えば

そう思う

どちらかと言えば
そう思わない

そう
思わない

令和４年度全国学力・学習状況調査児童生徒質問紙結果より作成

授業での取組について

５年生まで〔１，２年生のとき〕に受けた授業では、自分の思いや考えをもとに、作品や作文など新しいものを創り出す
活動を行っていましたか

24.2

28.4

42.8 

40.0 

25.3 

24.0 

7.6

7.5

中学生

小学生

そう思う
どちらかと言えば

そう思う

どちらかと言えば
そう思わない

そう
思わない

〔％〕

〔％〕
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22.9

36.7

52.5 

43.0 

19.5

15.3

5.0 

4.9 

中学生

小学生

そう思う
どちらかと言えば

そう思う
どちらかと言えば
そう思わない

そう
思わない

５年生まで〔１，２年生のとき〕に受けた授業は、自分にあった教え方、教材、学習時間などになっていましたか

34.2

37.8

44.5

42.3

15.0 

14.8 

4.6 

4.0 

中学生

小学生

そう思う
どちらかと言えば

そう思う

どちらかと言えば
そう思わない

そう
思わない

その他
0.9

その他
1.6

学級の友達〔生徒〕との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか

個別最適な学び・協働的な学びについて

令和４年度全国学力・学習状況調査児童生徒質問紙結果より作成

〔％〕

〔％〕
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教科以外での学びについて

28.5

31.8

43.5 

41.0 

21.6

21.3

6.3

5.8

中学生

小学生

そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらかと言えば
そう思わない

そう
思わない

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組
んでいますか

あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決めて
いますか

28.9

30.6

47.6

42.9

18.2

20.2

5.2

6.2

中学生

小学生

そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらかと言えば
そう思わない

そう
思わない

学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることができていますか

25.8

33.3

49.1

44.9

20.2 

17.0 

4.6

4.5

中学生

小学生

そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらかと言えば
そう思わない そう

思わない

〔％〕

〔％〕

〔％〕

令和４年度全国学力・学習状況調査児童生徒質問紙結果より作成
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ICTを活用した学びについて

学校で、自分の考えをまとめ、発表する場面で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使っていますか

学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか

5.1 

7.0 

10.3

14.9

20.2

23.5

32.0 

28.7 

32.3

25.7

中学生

小学生

ほぼ毎日 週3回以上 週1回以上 月1回以上 月1回未満

56.9

65.5

35.6

28.9

4.9

3.6

2.4

1.7

中学生

小学生
そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えば
そう思わない

そう
思わない

学校で、授業中に自分で調べる場面で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使っていますか（インターネット
検索など）

13.0 

14.5 

24.8

29.6

34.0 

32.1 

20.2

16.4

7.9

7.3

中学生

小学生
ほぼ毎日 週3回以上 週1回以上 月1回以上 月1回未満

学校で、学校の友達と意見を交換する場面で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使っていますか

5.4

6.5

12.9

16.1

25.5

26.9

27.2

24.1

28.8

26.1

中学生

小学生

ほぼ毎日 週3回以上 週1回以上 月1回以上 月1回未満

〔％〕

〔％〕

〔％〕

〔％〕

令和４年度全国学力・学習状況調査児童生徒質問紙結果より作成
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【教科書・教材・ソフトウェアの在り方ワーキンググループ（第1回）（令和4年3月23日）資料5-1 水谷委員御提出資料より抜粋】

GIGA環境整備後の日常の授業の状況

自治体での先進的な取組

春日井市立

藤山台小学校・

高森台中学校
（愛知県春日井市）

https://www.mext.go.jp/content/20220322-mxt_kyokasyo01-000021425_12.pdf
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ｚ

自治体での先進的な取組

天童市立

天童中部小学校
（山形県天童市）

MP(マイプラン) 学習
～単元内⾃由進度学習～

◎学習方法を子供たちが決める

・⾃らの判断と責任で⾃由に

FSP(フリースタイルプロジェクト)

～個⼈総合、個⼈研究～

◎学習方法に加えて、学習内容も子ども

たちが決める・相談して進める

【特定分野に特異な才能のある児童生徒に対する学校における指導・支援の在り方等に関する有識者会議（第7回）（令和4年2月16日）資料3 天童市天童中部小学校 大谷敦司校長発表資料から作成】

19

https://www.mext.go.jp/content/20220218-mxt_kyoiku02-000020343_04.pdf
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自治体での先進的な取組

広島県教育委員会

登校支援センター
（広島県）

不登校ＳＳＲ(スペシャルサポートルーム) 推進校への支援

【特定分野に特異な才能のある児童生徒に対する学校における指導・支援の在り方等に関する有識者会議（第7回）（令和4年2月16日）資料4 広島県教育委員会登校支援センター蓮浦顕達センター長発表資料から作成】

https://www.mext.go.jp/content/20220218-mxt_kyoiku02-000020343_005.pdf
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自治体での先進的な取組

八王子市立

高尾山学園
（東京都八王子市）

不登校特例校での取組

【中央教育審議会教育振興基本計画部会（第3回）（令和4年6月2日）資料４ 黒沢委員御提出資料 より抜粋】

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/000183916.pdf

